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11
月
24
日
、
下
京
西
部
医
師
会

に
よ
る
地
域
交
流
会
が
、
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
の
「
ビ
ハ
ー
ラ
十

条
」
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
新
千
本
十
条
の
近
隣

住
民
の
方
々
26
名
の
参
加
の
下
、

講
師
に
招
か
れ
た
上
七
軒
の
舞
妓

紺
野
さ
ん
は
俳
優
と
し
て
活

躍
さ
れ
る
中
、
14
年
前
に
世
界
的

な
経
済
援
助
を
行
う
国
連
開
発
計

画
の
親
善
大
使
就
任
を
依
頼
さ

れ
、
戸
惑
っ
た
も
の
の
自
分
が
役

に
立
て
る
な
ら
と
承
諾
。
就
任
後

に
視
察
さ
れ
た
９
つ
の
開
発
途
上

国
で
は
、
飢
え
に
苦
し
み
学
校
や

病
院
に
も
行
け
な
い
人
々
が
い
る

厳
し
い
状
況
が
あ
る
一
方
で
、
エ

イ
ズ
で
両
親
を
亡
く
し
た
孤
児
を

地
域
の
大
人
が
育
て
る
な
ど
、
助

け
合
い
の
絆
が
あ
る
こ
と
な
ど
に

つ
い
て
、
情
感
を
込
め
て
語
り
ま

し
た
。

こ
れ
ま
で
の
経
験
を
通
じ
て
、

紺
野
さ
ん
は
「
人
そ
れ
ぞ
れ
が
第

三
者
に
思
い
や
り
や
関
心
を
持

ち
、
自
分
の
限
ら
れ
た
時
間
で
何

ら
か
の
活
動
を
す
る
こ
と
が
、
人

を
支
え
る
大
き
な
力
に
な
る
」と
、

人
と
人
と
が
支
え
合
う
こ
と
の
大

切
さ
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

紺
野
さ
ん
の
会
場
を
包
み
込

む
よ
う
な
温
か
な
話
に
、
約
300
名

の
参
加
者
は
熱
心
に
聞
き
入
っ
て

い
ま
し
た
。

12
月
９
日
、
南
区
自
治
連
合
会

に
よ
る
今
年
度
３
回
目
の
「
南
区

一
斉
清
掃
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

底
冷
え
す
る
よ
う
な
寒
さ
の

中
、
宮
の
森
公
園
（
祥
豊
学
区
）

で
開
始
式
を
実
施
。
そ
の
後
、
各

学
区
で
ほ
う
き
や
ご
み
袋
を
手
に

し
た
区
民
の
皆
さ
ん
が
道
路
や
公

園
の
ご
み
を
集
め
、
年
の
瀬
を
控

え
た
南
区
の
ま
ち
を
き
れ
い
に
し

ま
し
た
。 広

場
広
場

み
な
み
の

み
な
み
の

な
お
、
こ
の
日
集
ま
っ
た
約
18

ト
ン
の
ご
み
は
南
部
ま
ち
美
化
事

務
所
の
協
力
で
処
理
さ
れ
ま
し
た
。

12
月
７
日
、
南
区
人
権
文
化
推

進
会
議
に
よ
る
「
心
の
ふ
れ
あ
い

み
ん
な
の
広
場　

講
演
会
」
が
、

龍
谷
大
学
ア
バ
ン
テ
ィ
響
都
ホ
ー

ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
「
人
と
人
が
支
え
合
う

世
界
」
を
テ
ー
マ
に
、
俳
優
で
国

連
開
発
計
画（
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
）親
善
大

使
の
紺こ

ん

の野
美み

さ

こ

沙
子
さ
ん
が
講
演
し

ま
し
た
。

今
月
の
ぶ
ら
り
散
策
は
休
載

し
ま
す
。
前
回
（
12
／
15
号
）

の
答
え
＝
境
内
に
あ
る
灯
篭

の
数
は
「
③  

17
基
」。

１
月
31
日
は
市
・
府
民
税
第
４
期
の
納
期
限

　
納
期
限
を
過
ぎ
る
と
延
滞
金
が
か
か
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
納
付
に
は
便
利
で
確
実

な
口
座
振
替
の
ご
利
用
を
。

問
＝
課
税
内
容
：
市
民
税
課 

（
☎
681
・
３
４
９
３
）

納
付
相
談
：
納
税
課 

（
☎
681
・
３
４
８
３
）

口
座
振
替
：
市
・
納
税
推
進
課 （
☎
213
・
５
４
６
６
）

紺野さんによる講演会の様子

南区一斉清掃の様子

地
域
ぐ
る
み
で
ま
ち

を
美
し
く

南
区
一
斉
清
掃

紺
野
美
沙
子
さ
ん
が

人
と
人
が
支
え
合
う

こ
と
の
大
切
さ
を

呼
び
掛
け
ま
し
た

みんなでおもちゃをとりかえっこしよう！

みなみちびっこエコひろば
かえっこバザールを開催

冬
場
は
窓
を
閉
め
切
っ
て
の
暖

房
器
具
の
使
用
が
増
え
る
た
め
、

室
内
の
温
度
が
高
く
な
り
、
ダ
ニ

が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
新
建
材
な
ど
か
ら
出
る

化
学
物
質
（
ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド

な
ど
）
で
健
康
被
害
が
生
じ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

快
適
な
室
内
環
境
を
作
る
た
め

に
、
次
の
対
策
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

定
期
的
な
換
気

　

空
気
が
ス
ム
ー
ズ
に
流
れ
る
よ

う
窓
を
２
か
所
以
上
開
け
、
押
入

れ
や
タ
ン
ス
の
扉
も
開
け
て
お

く
。

化
学
物
質
を
持
ち
込
ま
な
い

　

新
築
、
改
築
や
家
具
を
購
入
す

さ
ん
か
ら
、
伝
統
文
化
や
ご
自
身

の
体
験
に
つ
い
て
の
お
話
が
あ
り

ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
舞
妓
さ
ん
と

間
近
で
話
が
で
き
、
近
隣
の
方
と

の
交
流
に
も
つ
な
が
る
よ
い
取

組
。
も
っ
と
機
会
を
増
や
し
て
ほ

し
い
」
と
の
声
が
あ
り
、
近
所
付

き
合
い
が
深
ま
る
貴
重
な
交
流
会

と
な
り
ま
し
た
。

12
月
６
日
、
あ
ん
し
ん
・
あ
ん

ぜ
ん
上
鳥
羽
推
進
委
員
会
に
よ
る

「
小
さ
な
お
せ
っ
か
い
宣
言
」
の

審
査
会
が
、
上
鳥
羽
自
治
会
館
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

「
小
さ
な
お
せ
っ
か
い
宣
言
」

冬
場
を
快
適
に
過
ご
す
た
め
に

す
こ
や
か
だ
よ
り

る
と
き
は
、
化
学
物
質
を
含
ま
な

い
も
の
か
少
な
い
も
の
を
選
ぶ
。

ダ
ニ
の
駆
除

　

掃
除
は
隅
々
ま
で
丁
寧
に
行

う
。
ま
た
、
寝
具
類
は
天
日
干
し

の
後
、
た
た
い
て
ダ
ニ
を
表
面
に

浮
か
せ
、
掃
除
機
で
吸
い
取
る
。

問
＝
衛
生
課（
☎
681
・
３
５
７
８
）

は
、
上
鳥
羽
の
住
民
の
皆
さ
ん
に

よ
る
「
小
さ
な
お
せ
っ
か
い
」
の

実
践
を
通
じ
て
、「
小
さ
な
お

せ
っ
か
い
が
こ
こ
ち
よ
い
ま
ち
づ

く
り
」
を
目
指
し
、
９
月
か
ら
募

集
を
開
始
。
安
心
・
安
全
へ
の
思

い
が
込
め
ら
れ
た
28
点
の
応
募
作

品
か
ら
、
審
査
会
で
最
優
秀
賞
１

点
、
優
秀
賞
10
点
が
選
ば
れ
ま
し

た
。今

後
、
こ
れ
ら
の
作
品
を
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
に
ま
と
め
、
２
月
に
発

表
会
を
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

１
月
17
日
は
平
成
７
年
の
阪

神
・
淡
路
大
震
災
を
教
訓
に
定
め

ら
れ
た
「
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
日
」。
ま
た
、
１
月
15
日
か
ら

21
日
は
「
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

週
間
」
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

南
消
防
署
で
は
、
こ
の
期
間
に

災
害
時
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や

自
主
的
な
防
災
活
動
の
普
及
の
た

め
の
講
演
会
、
講
習
会
、
展
示
会

等
を
実
施
し
ま
す
。

皆
さ
ん
も
積
極
的
に
ご
参
加

い
た
だ
く
と
と
も
に
、
家
庭
や
地

域
で
災
害
へ
の
備
え
を
再
度
確
認

ぼうさいぼうさい
コーナーコーナー

し
ま
し
ょ
う
。

１
月
26
日
は
昭
和
24
年
の
法

隆
寺
金
堂
壁
画
の
焼
失
を
教
訓
に

定
め
ら
れ
た
「
文
化
財
防
火

デ
ー
」。
ま
た
、
１
月
23
日
か
ら

29
日
に
は
「
文
化
財
防
火
運
動
」

を
展
開
し
ま
す
。

南
消
防
署
・
南
消
防
団
で
は
、

こ
の
期
間
に
「
み
ん
な
で
文
化
財

を
火
災
か
ら
ま
も
ろ
う
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
、
文
化
財
防
火

や
出
火
防
止
に
つ
い
て
呼
び
掛
け

ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

問
＝
南
消
防
署（☎

681
・
０
７
１
１
）

防
災
と

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
週
間

【
１
月
15
日
〜
21
日
】

文
化
財
防
火
運
動

【
１
月
23
日
〜
29
日
】

市･府民税の申告は区役所・支所へ
＜対象＞次の①・②のいずれにも当てはまる方
①平成25年1月1日現在、市内在住である
②   平成24年中の所得金額が市・府民税の基礎控除、配偶者
控除、扶養控除の合計額を超える

＜申告不要の場合＞
○平成24年分の所得税の確定申告をした方

○ 平成24年の所得が給与のみで、勤務先から給与支払報告

書が提出された方

南区循環型社会推進会議では、子どもを中心に環境に対す

る意識を高めてもらうため、「みなみちびっこエコひろば」

を開催します。

当日は使わなくなった“おもちゃ”を持ち寄って交換する
「かえっこバザール」やエコに関するお楽しみコーナーなど、

親子で楽しめる多彩な催しを実施。多数のご参加をお待ちし

ています。（持ってくるおもちゃは３つまで）

日時 ２月16日（土）正午～午後３時
場所 イオンモールKYOTO　Sakura館４階

Kotoホール（南区西九条鳥居口町）

内容  かえっこバザール、行政機関等による環境に関するブー
ス（南区ごみ減量推進会議、交通局九条営業所、上下

水道局九条営業所、京都女子大学）

　　　※ おもちゃを持参されない場合で

も、会場でのお手伝いなどで、

かえっこバザールに参加するこ

とができます。

問＝地域力推進室（☎681-3417）

所得税の確定申告は税務署へ
＜対象＞
○事業所得や不動産所得等からの所得税額がある方

○給与所得金額以外の金額が20万円を超える方など

※ 平成23年分以後の所得税について、公的年金等の収入金額

が400万円以下で、公的年金等以外の所得金額が20万円以

下の場合には確定申告は不要（還付を受ける場合を除く）

＜所得税が戻る場合があります＞
 給与所得者や公的年金等受給者で、次の①～③のいずれ
かに当てはまる方

① 給与支払者や公的年金等支払者への届出以外に、社会保
険料、生命保険料等の所得控除がある方

②多額の医療費を支払った方
③住宅ローンの融資を受けて住宅を取得した方

平成25年度　市・府民税の主な変更について
○生命保険料控除の改正
　平成24年１月１日以降の保険契約について、現行の「一般

生命」、「個人年金」に加えて「介護医療」を新設し、各保険

料控除額が2.8万円までになります（各保険料控除の合計適

用額は７万円まで）。

※平成23年12月31日までの保険契約には、現行の生命保険料

控除を適用（各保険料控除額は3.5万円まで）

市・府民税、所得税の申告はお早めに 申告期間：２月18日（月） ～ ３月15日（金）（土・日は除く）

問＝市民税課（☎681-3493）

◆ 所得税の確定申告は次の相談会場でも受付（昨年と会場が異
なりますので、ご注意ください）
必要なもの： 源泉徴収票、医療費・社会保険料の領収書・生

命保険料控除の証明書、印鑑など

※譲渡所得、贈与税、相続税への助言は行いません

◆ 平成26年１月から記帳・帳簿等の保存対象者が拡大
事業所得等のある白色申告の方に対する記帳・帳簿等の

保存制度が、平成26年１月からすべての方が対象になりま

す（現行は前々年分又は前年分の事業所得等の金額が300万

円超の方）。

対象者 場　所 日　時
年金
所得者

区役所会議室
（ヘルスピア21内）

２月６日（水）～８日（金）
10:00～12:00、13:00～15:00

一般

JA京都中央　久世支店
（久世大藪町151）

２月20日（水）～25日（月）（土･日は除
く）10:00～12:00、13:00～15:00

区役所会議室
（ヘルスピア21内）

２月27日（水）～３月６日（水）（土･日は
除く）10:00～12:00、13:00～15:00

広域申告センター（下京
区室町通四条下る　池坊
短期大学「美心館」地階）

２月24日（日）、3月３日（日）
9:00～17:00

※ 給与所得者の還付申告や公的年金収入のみの簡易な確定

申告書は区役所市民税課でも受付

○ 認定低炭素住宅に係る住宅借入金等特別税額控除の特例の新設
　住宅ローンを利用して認定低炭素住宅（高い省エネ性能の

ある住宅）を新築又は購入し居住した場合、認定長期優良

住宅と同様の住宅ローン控除が適用される場合があります。

○ 65歳以上の方が対象の市・府民税の減免を廃止
　（影響を受けるのは65歳以上のうち、約１割の方です。詳

細は市民しんぶん全市版12月１日号（３面）に掲載）

かわいい“ゆるキャラ”の
エコちゃん、こごみちゃんも登場！
みんなで遊びにきてね♪

2/16（土）
正午～

そ
の
①
【
南
区
の
子
ど
も
の
数
】  

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
南
区
広
報

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
僕「
ナ
ン
ナ
ン
」

が
、
南
区
の
い
ろ
ん
な
こ
と
を
伝

え
て
い
く
よ
。

　

今
回
は
「
南
区
の
子
ど
も
の

数
」
に
つ
い
て
だ
よ
。
平
成
24
年

10
月
１
日
時
点
で
、
南
区
に
い
る

０
歳
〜
14
歳
の
子
ど
も
は
約

１
万
２
千
人
。
南
区
の
人
口
が
約

９
万
９
千
人
な
の
で
、
南
区
民
の

お
よ
そ
８
人
に
１
人
が
子
ど
も
な

ん
だ
ね
。
で
も
、
20
年
ほ
ど
前
は

お
よ
そ
６
人
に
１
人
が
子
ど
も

だ
っ
た
の
で
、
子
ど
も
の
数
は

減
っ
て
き
て
い
る
ん
だ
ね
。

　

ま
た
、
子
ど
も
の
割
合
は
市
内

で
は
12
・
１
％
で
、
南
区
で
も
同

じ
く
12
・
１
％
。
11
行
政
区
の
中

で
５
番
目
で
真
ん
中
あ
た
り
み
た

い
だ
よ
。

南区市政懇談会を開催

12
月
３
日
、
南
区
市
政
懇
談
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
市
政
・
区
政
と
地
域
の
架
け

橋
と
な
る
「
南
区
市
政
協
力
委
員
連
絡

協
議
会
」
の
各
学
区
会
長
と
市
長
が
、

市
政
や
南
区
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

話
し
合
う
も
の
で
す
。

当
日
は
世
話
人
代
表
の
東
山
豊
次
氏

が
「
未
来
の
子
ど
も
た
ち
に
素
晴
ら
し

い
南
区
を
残
す
た
め
、
市
や
区
役
所
と

一
緒
に
頑
張
っ
て
参
り
た
い
」
と
挨
拶
。

続
い
て
、
門
川
大
作
市
長
は
「
南
区

に
あ
る
観
光
、
歴
史
文
化
、
農
業
、
先

端
産
業
と
い
っ
た
強
み
が
さ
ら
に
い
か

せ
る
取
組
を
皆
様
と
共
に
進
め
て
参
り

た
い
」
と
応
え
ま
し
た
。

そ
の
後
、
市
政
の
課
題
や
「
南
区
基

本
計
画
」
の
推
進
な
ど
に
つ
い
て
、
活

発
な
意
見
交
換
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

「
近
所
付
き
合
い
の
復

活
活
動
」
地
域
交
流
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た

「
小
さ
な
お
せ
っ
か
い
は

上
鳥
羽
の
地
域
力
（
み

な
み
力
）」　「
小
さ
な
お

せ
っ
か
い
宣
言
」の
審
査

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

「
み
な
み
力
で
頑
張
る
！
区
民
応
援
事
業
」の
活
動
紹
介

南
区
役
所
か
ら
の
補
助
金
を
受
け
て
活
動
さ
れ
て
い
ま
す

【
社
団
法
人
　
下
京
西
部
医
師
会
】・【
あ
ん
し
ん・あ
ん
ぜ
ん
上
鳥
羽
推
進
委
員
会
】

「だいすきっ！京都。寄付金」、「市スポーツ振興基金」

への寄付は、確定申告により寄付金控除が受けられます。

寄付へのご協力をよろしくお願いします！

避難所開設・運営の体験を通して、地域の防災力を強化！
地域防災力強化「体験型研修」事業を実施
南区役所では、地域住民の皆さんとともに、消防署、学校等と連携して、発災初期段階

の避難所の開設・運営について体験する研修を実施しています。

これは地域防災力の向上を図るとともに、避難所ごとの運営マニュアルの作成につなげ

ていくための初の取組で、南区基本計画（第２期）の重点プロジェクト事業の１つに位置付

けられています。

研修会は区内を３ブロックに分け、各２回実施。10月から12月までに実施した中部ブロッ

ク（梅逕、東梅逕、塔南、南大内、唐橋学区。会場：唐橋学区）と、西部ブロック（吉祥

院、祥豊、祥栄、上鳥羽、久世学区。会場：祥豊学区）の研修会では、４回の開催に延べ

337名の地域住民等の方々が参加され、熱気あふれる会場内で一人ひとりが真剣に取り組ま

れていました。

２月、３月には東部ブロック（九条、弘道、陶化、東和、山王学区。会場：陶化学区）

での開催も予定。引き続き、地域の安心・安全に向けた取組を進めていきます。

問＝地域力推進室（☎681-3439）

中部ブロック研修会
（上は第１回、右は第２回）

西部ブロック研修会
（上は第１回、右は第２回）

○ 第１回研修会（地域の公民館などで実施）
　避難所開設・運営についての実体験談、基礎知識

等の講義学習

○ 第２回研修会（小学校の体育館で実施）
　避難所運営協議会の設立・運営や避難所名簿の作

成、各種班別活動の体験学習

【研修会の内容】

ナ
ン
ナ
ン
の
こ
れ
っ
て

ど
ん
な
ん
？

地域交流会の様子

「小さなおせっかい宣言」の審査会の様子


